
【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都小学校児童文化研究会】 

Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ⅱ 研究主題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研究主題を達成するために大切なのは、コミュニケーション能力

の育成である。児童文化手法には、こうした力を高める実践が様々

ある。児童一人一人が自己表現を行いながら、学級や学年・班で一

つの劇を完成させる「学校劇」や「劇あそび」の手法、教師が自分

の得意表現分野を生かして授業を創る「総合表現」や「ゲーム」の

手法である。これらの手法により、友達とともに創り上げる達成感

や楽しさの共有体験を味わわせ、友達同士の「関わり合い」を深

め、豊かな学級集団を育てることができる。また、授業の導入や展

開時に「遊び」的な要素を取り入れ、児童の学習への興味・関心を

引きつけることも児童文化手法の重要な要素である。紙芝居や挿絵

をさらに工夫した「パネルシアター」や、素話を用いながら教材の 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ⅲ 年間計画 

  

研究主題 広げよう！ 人とのかかわり 豊かな心 

～児童文化手法を活用して～ 

研究主題等 ＭＳゴシック 16 ポイント○○○○○○○○○○○○○○ 

～副主題（必要な場合）：ＭＳゴシック 14ポイント ●●●●●●●●●●●～ 
 東京都小学校児童文化研究会は、昭和 35 年に発足した。以来、長

年にわたり、豊かな創造性や人間性を養うため、楽しい授業づくり

の研究を行ってきた。具体的には、児童文化手法を用い、児童の興

味・関心を引き出しながら、集団活動の楽しさや素晴らしさを体験

させることをねらいにして実践を積み重ねてきた。 

今年度は、以下の組織により、専門性を発揮しながら実践研究を

行っている。 

１．学校劇部  ２．童話部 ３．ダンス部 ４．パネルシアター部  

５．総合表現部 ６．ゲーム部 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。 

世界に引き込む「童話」の手法、また、「ダンス」を行うことに

より身体全体で表現する手法は、児童に学習の楽しさを味わわ

せ、その「心地よさ」が更に児童の「学びへの意欲」を生み出

す。こうした実践の中で、「児童の心をつかんで離さず、学びに

結びつける授業づくり」を目指している。 

 以上のように、児童文化手法を活用した授業を実践すること

で、児童のコミュニケーション能力が向上し、周りの人との関わ

りが豊かになり、「主体的・対話的で深い学び」が可能となるで

あろうと考え、昨年度に引き続き本研究テーマを設定した。 

○ 実技研修会（年２回） 会場：品川区立浅間台小学校 

・R5.8.5   第１回学校劇研修会  

・R5.8.7     第２回学校劇研修会  

 

○ 公開授業 （年３回） 会場：練馬区立関町北小学校 

  ・R5.9.13    第 1回公開授業 

         劇団によるコミュニケーション育成実践授業    

  ・R5.10.25   第２回公開授業 

         「ゲーム手法」を使った授業   

  ・R5.11.22  第３回公開授業 

「総合表現」を使った授業 

 

○ 研究発表会   

  ・R6.2.16  会場：練馬区立関町北小学校 



【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都小学校児童文化研究会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 実技研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 公開授業研究  

 

Ⅵ 研究発表大会 

 

＜令和５年度連絡先＞ 

団体名 東京都小学校児童文化研究会 

代表者 

所属 葛飾区立南綾瀬小学校 

職 氏名 校長 宮内 和彦 

連絡先 ０３－３６０２－９５９７ 

事務局 

所属 品川区立浅間台小学校 

職 氏名 校長 髙橋 健一 

連絡先 ０３－３４７４－２７２７ 

 

 夏季休業中に、児童文化手法を用いた学校劇について研修会を

行った。各学校で行われている学芸会や学習発表会について、そ

れらの基本的な進め方、児童の動きを引き立たせる演出や効果的

な舞台設備の活用に関する講座、実際の脚本を舞台化する講座を

２日間行った。２日間で約 80 名の教員が参加した。    

一つの脚本を演劇として上演するためのプロセスには、一定の

決まりが存在することを確認するとともに、参加した先生方が演

劇の指導法を学ぶことができた。内容については以下のとおりで

ある。 

・ 脚本講座「西遊記」  （中学年向け劇） 

・ 脚本講座「消えた少年」（高学年向け劇） 

・ 学芸会のためのスタッフワーク講座 

 

 研究主題「広げよう！ 人とのかかわり 豊かな心」 

～児童文化手法を活用して～ 

第 36 回 全国公立小学校児童文化研究会研究発表大会 

第 58 回 東京都小学校児童文化研究会研究発表大会 

１ 日時・場所 

令和６年２月 16日（金）13：00～          

練馬区立関町北小学校 

２ 内容 

 ○ 公開授業（10 学級）  

○ 実技研修会（学校劇・童話・ダンス・総合表現・パネルシ

アター・劇団「アートイン Asibina」・学校劇と話し方） 

 ○ 記念講演 

   講師：歌手 木山 裕策（きやま ゆうさく） 氏 

 児童文化手法を用いた公開研究授業を年３回実施した。 

○ 第３学年授業 学級活動「コミュニケーションって？ 

～体と言葉で伝わる伝わる～」 

               ゲストティーチャー 劇団「アートイン Asibina」 

                 小西 柾輝先生 

  内容：「劇表現」を用いたコミュニケーション能力の育成 

○ 第５学年授業 学級活動「教室ゲームで楽しく学ぼう」 

         授業者 東京都小学校児童文化研究会 

             顧問 福田 豊先生 

  内容：「ゲーム手法」を用いた児童が熱中する授業づくり 

○ 第２学年授業 学級活動 「ほめ日記の書き方をおぼえよう」 

         授業者 江戸川区立葛西小学校 

             主任教諭 久保 恵津子先生 

  内容：「総合表現手法」を用いた児童の自己肯定感の育成 


